
2
年
連
続
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

全
建
総
連
は
、
10
月
15
日
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
組
織
拡
大
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
促
進
の
力
で
賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
、

魅
力
あ
る
建
設
産
業
を
実
現
し
よ
う
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
62
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
を
経
過
し
、
復
興
状
況
や
、
復
興
作
業

に
あ
た
っ
た
建
設
労
働
者
の
貢
献
に
つ
い

て
直
接
触
れ
て
も
ら
お
う
と
当
初
宮
城
県

国
内
に
ま
ん
延
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
新
規

陽
性
者
が
よ
う
や
く

低
下
し
て
き
た
状
況

を
踏
ま
え
、
１
年
半

ぶ
り
と
な
る
「
予
算

要
求
中
央
行
動
」
が

12
月
３
日
に
開
催
さ

れ
た
。

富
山
県
か
ら
は
、

根
塚
県
連
会
長
が
全

建
総
連
中
央
執
行
副
委
員
長
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

永
田
町
で
開
催
さ
れ
た
全
体
集
会
と
関
係
省
庁
へ
の
要
請

行
動
に
参
加
し
、
ま
た
建
設
国
保
か
ら
は
丸
田
理
事
長
と

山
本
事
務
局
長
が
地
元
国
会
議
員
要
請
を
行
っ
た
。

田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
に
は
、
議
員
会
館
に
お
い
て
直

接
「
要
請
書
」
を
手
渡
し
、「
国
保
組
合
へ
の
現
行
制
度
の

堅
持
に
よ
る
補
助
水
準
の
確
保
」
を
要
請
し
た
。
田
畑
議

員
か
ら
は
、
建
設
国
保
が
富
山
県
に
対
し
て
要
請
し
た

「
国
保
組
合
が
行
う
特
定
健
診
・
保
健
指
導
に
対
す
る
財
政

支
援
」
に
つ
い
て
、“
県
へ
問
合
せ
し
て
み
る
”
と
の
回
答

を
得
た
。

野
上
浩
太
郎
参
議
院
議
員
へ
は
、
議
員
会
館
に
お
い
て

代
理
人
と
な
る
野
村
秘
書
へ
丸
田
理
事
長
よ
り
要
請
書
を

提
出
し
主
旨
説
明
を
行
っ
た
。

【
要
請
項
目
】

１
．�

国
民
負
担
の
増
大
に
考
慮
し
、
国
民
医
療
へ
の
公
費

助
成
を
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．�

２
０
２
２
年
度
の
国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
は
、
自

然
増
等
を
含
む
医
療
費
の
伸
び
を
勘
案
し
て
、
現
行

制
度
の
堅
持
お
よ
び
補
助
水
準
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。

３
．�

国
民
健
康
保
険
の
運
営
の
主
体
は
、
今
後
と
も
公
営

国
保
と
国
保
組
合
と
し
、
建
設
国
保
を
育
成
・
強
化

し
て
く
だ
さ
い
。

全建総連　第62回定期大会

魅力ある建設産業の実現をめざす
組織拡大とCCUS（建設キャリアアップ）促進の力で

仙
台
市
で
の
開
催
で
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
第
5
波
の
拡
大
に
よ
り
、
や
む
な

く
今
年
も
前
年
に
引
き
続
き
、
東
京
を
中
心
と

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
に
よ
る
開

催
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
参
加
と
し
て
53
県
連
、
9
8
7
名
が
出
席
し
、

当
県
で
は
、
県
連
会
館
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と

し
て
、
根
塚
会
長
ほ
か
5
名
が
出
席
し
、
全
建

総
連
次
年
度
運
動
方
針
、
事
業
計
画
予
算
に
つ

い
て
の
討
議
に
加
わ
り
、
全
議
案
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

根
塚
会
長
が
全
建
総
連
副
中
央
執
行
委
員
長
、

西
野
副
会
長
が
中
央
執
行
委
員
と
し
て
選
任

な
お
、
大
会
最
終
議
案
と
し
て
、
次
期
全
建

総
連
役
員
の
改
選
が
な
さ
れ
、
北
信
越
地
協

（
石
川
、
福
井
、
新
潟
、
長
野
、
富
山
）
か
ら

推
薦
を
受
け
た
根
塚
富
山
県
連
会
長
が
、
全
建

総
連
副
中
央
執
行
委
員
長
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
央
執
行
委
員
の
補
充
と
し
て
西
野
副

会
長
（
財
政
委
員
長
）
が
選
任
さ
れ
た
。

全
建
総
連
大
会
表
彰
と
し
て
高
岡
副
会
長

（
労
務
対
策
委
員
長
）
が
受
賞

こ
の
大
会
で
は
、
時
間
の
都
合
か
ら
全
建
総

連
大
会
表
彰
式
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
全
国

で
60
名
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
大

会
表
彰
状
が
送
付
さ
れ
た
。
当
県
で
は
、
高
岡

副
会
長
（
労
務
対
策
委
員
長
）
が
受
賞
し
た
。

今
秋
今
秋  

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

全
建
総
連
表
彰

高
岡
　
亮
輔 

氏
（
新
湊
支
部
）

富
山
県
建
築
文
化
賞
建
築
功
労
賞松

田
　
　
昇 

氏
（
戸
出
支
部
）

国
保
事
業
功
労
者
表
彰

宮
本
　
　
忠 

氏
（
新
湊
支
部
）

す
ぐ
れ
た
技
能
者
表
彰

三
井
　
浩
二 

氏
（
富
山
支
部
）

　
　
　
〃

則
島
　
正
之 

氏
（
砺
波
支
部
）

伝
統
的
技
能
者
表
彰

下
島
　
達
雄 

氏
（
八
尾
支
部
）

高
岡
市
功
労
者
表
彰 （
技
能・雇
用
部
門
）

針
山
　
文
雄 

氏
（
伏
木
支
部
）

高
岡
市
技
能
功
労
者
表
彰

箱
江
　
良
一 

氏
（
高
岡
支
部
）

　
　
　
〃

浅
井
　
雅
文 

氏
（
高
岡
東
部
）

富
山
市
技
能
勤
労
者
表
彰 

田
知
本
　
亮 

氏
（
富
山
支
部
）

射
水
市
技
能
勤
労
者
表
彰

釣
　
　
　
明 

氏
（
新
湊
支
部
）

　
　
　
〃

大
鋸
　
義
朝 

氏
（
射
水
支
部
）

全
建
総
連
予
算
要
求
中
央
行
動

今の私達組織の姿
＝目指せ“40”、守ろう“4,000”＝ （令和3年11月末現在）

NO 職種 職種別合計 割　合
１ 建築大工 2,082名 51.5%
２ 型枠大工 77名 1.9%
３ 左官 8名 0.2%
４ 建具・サッシ・家具工 88名 2.2%
５ 塗装・看板・ガン吹工 108名 2.7%
６ 建築板金工 137名 3.4%
７ 鳶・解体・基礎・杭打 201名 5.0%
８ 電気工 98名 2.4%
９ 土工・土木 95名 2.3%
10 石工 11名 0.3%
11 鉄筋工 17名 0.4%
12 鉄骨・鉄工・溶接工 87名 2.2%
13 空調・給排水配管工 153名 3.8%
14 タイル張工 4名 0.1%
15 屋根瓦葺工・瓦工 173名 4.3%
16 造園工・植木 25名 0.6%
17 室内装飾・床張工 177名 4.4%
18 建築設計・建築管理 128名 3.2%
19 建設関係機械運転手 11名 0.3%
20 建設事務 87名 2.2%
21 防水工・コーキング工 24名 0.6%
22 ブロック・レンガ工 26名 0.6%
23 畳工 15名 0.4%
24 営業 33名 0.8%
25 建設業（その他） 141名 3.5%

合　計 4,006名
確認中 37名 0.9%
合計人数 4,043名 100.0%

新川地協 高岡地協
朝　日 101名 射　水 248名
入　善 176名 新　湊 235名
黒　部 181名 般若野 29名
魚　津 250名 中　田 41名
加　積 149名 伏　木 22名
上　市 86名 高岡東部 52名
立　山 97名 高　岡 223名
小　計 1,040名 戸　出 49名

富山地協 西高岡 87名
水　橋 63名 太　田 22名
三　郷 17名 氷　見 191名
岩　瀬 51名 小　計 1199名
富　山 500名 両砺波地協
四　方 41名 砺　波 124名
八　幡 42名 井　波 50名
呉　羽 212名 福　野 51名
富　南 45名 城　端 40名
大　山 27名 福　光 77名
大沢野 91名 福　岡 36名
婦　中 114名 小矢部 97名
八　尾 95名 小　計 475名
細　入 17名
山　田 14名
小　計 1,329名 合　計 4,043名

年度 令和２年度末
組合員数

令和3年度11月末
組合員数 増減

組合員数 4,060名 4,043名 ▲17名

組合員職種構成表 支部別組合員数
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感謝と奉行の心をもって
人とのつながりを大切に
新川地協　上市支部
吉岡 秀行さん（70歳）

導
者
の
資
格
を
取
り
、
１
9
9
7
年

に
自
費
で
道
場
を
建
て
た
。
1
階
は

仕
事
用
の
倉
庫
、
2
階
は
道
場
と
し

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
修
練
に

励
ん
で
い
る
。

Ｑ　

ご
自
身
の
モ
ッ
ト
ー
、
若
手
大

工
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

人
生
に
お
い
て
も
仕
事
に
お
い

て
も
一
番
大
切
な
の
は
、
助
け
合
え

る
仲
間
、
い
い
仲
間
を
作
る
こ
と
だ

と
思
う
。
い
い
仲
間
な
く
し
て
は
、

い
い
仕
事
は
で
き
な
い
。

家
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
人

が
な
ぜ
家
を
建
て
る
の
か
を
第
一
に

考
え
、
そ
の
人
に
合
わ
せ
た
家
づ
く

り
が
大
事
。
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く

デ
メ
リ
ッ
ト
も
必
ず
説
明
し
、
周
り

へ
の
感
謝
、「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
い
う
奉
行
の
心
を
も
っ
て
、
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

Ｑ　

大
工
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ　

父
か
ら
職
人
に
な
る
よ
う
勧
め

ら
れ
た
の
が
、
大
工
に
な
る
き
っ
か

け
。
私
自
身
は
漫
画
家
に
な
る
の
が

夢
で
、
作
品
を
雑
誌
に
投
稿
し
て
い

一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
や
特
定
の
工

作
物
の
解
体
・
改
修
工
事
は
、
石
綿
含

有
の
有
無
の
事
前
調
査
の
結
果
等
を
、
あ

ら
か
じ
め
、
電
子
シ
ス
テ
ム
で
報
告
す

る
こ
と
が
義
務
に
な
り
ま
す

（
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る

工
事
か
ら
適
用
）

◆
報
告
が
必
要
な
工
事

※	

石
綿
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
も
そ
の

旨
の
報
告
が
必
要
で
す

① 

解
体
部
分
の
床
面
積
が
80
㎡
以
上
の
建

築
物
の
解
体
工
事

※	

建
築
物
の
解
体
工
事
と
は
、建
築
物
の
壁
、

柱
お
よ
び
床
を
同
時
に
撤
去
す
る
工
事

を
い
う

② 

請
負
金
額
が
税
込
100
万
円
以
上
の
建
築

物
の
改
修
工
事

※	

建
築
物
の
改
修
工
事
と
は
、建
築
物
に
現

存
す
る
材
料
に
何
ら
か
の
変
更
を
加
え

る
工
事
で
あ
っ
て
、建
築
物
の
解
体
工
事

以
外
の
も
の
を
い
う

※	
請
負
金
額
は
、材
料
費
も
含
め
た
工
事
全

体
の
請
負
金
額
を
い
う

③ 
請
負
金
額
が
税
込
100
万
円
以
上
の
下
記

工
作
物
の
解
体
工
事
・
改
修
工
事

・�

反
応
槽
、
加
熱
炉
、
ボ
イ
ラ
ー
、
圧
力

容
器

・�

配
管
設
備
（
建
築
物
に
設
け
る
給
水
・

排
水
・
換
気
・
暖
房
・
冷
房
・
排
煙
設

備
等
を
除
く
）

・
焼
却
設
備

・�

煙
突
（
建
築
物
に
設
け
る
排
煙
設
備
等

を
除
く
）

・�

貯
蔵
設
備
（
穀
物
を
貯
蔵
す
る
た
め
の

設
備
を
除
く
）

・�

発
電
設
備
（
太
陽
光
発
電
設
備
・
風
力

発
電
設
備
を
除
く
）

・�

変
電
設
備
、
配
電
設
備
、
送
電
設
備

（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
）

・
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板

・�

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
上
家
、
鉄
道
の
駅

の
地
下
式
構
造
部
分
の
壁
・
天
井
板

・
遮
音
壁
、
軽
量
盛
土
保
護
パ
ネ
ル

岸
田
新
政
権
が
経
済
政
策
の
柱
と
し
て
唱
え
る
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
に
よ
る
新
資
本
主
義
」

の
住
宅
部
門
の
具
体
的
経
済
対
策
と
し
て
左
記
の
「
こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援
事
業
」
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
の
成
立
を
踏
ま
え
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
商
談
、
提
案
す
る
際
、
こ
の
制
度
を
念
頭
に
お
い
て
の
提
案
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
さ
ら
に
具
体
的
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
定
次
第
県
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
諸
会
議
等

に
て
案
内
い
た
し
ま
す
。

「
こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援
事
業
」

「
こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援
事
業
」

が
閣
議
決
定

た
が
、
親
の
言
う
こ

と
は
絶
対
で
、
自
身

も
職
人
だ
っ
た
父
曰

く
「
職
人
は
食
い
っ

ぱ
ぐ
れ
が
な
い
か
ら
」

と
言
わ
れ
、
大
工
修

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｑ　

修
業
時
代
の
様
子
は
い
か
が
で

し
た
か
？

Ａ　

3
年
ず
つ
別
の
親
方
の
元
で
年

季
を
務
め
た
。

1
年
目
は
ま
だ
漫
画
家
へ
の
夢
が

捨
て
き
れ
ず
、
月
2
日
の
休
み
に
作

品
を
描
き
続
け
た
が
、
投
稿
作
品
は

佳
作
止
ま
り
で
、
未
だ
入
選
で
き
な

い
ま
ま
。
仕
事
も
き
つ
く
、
休
日
返

上
で
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

限
界
を
感
じ
始
め
て
い
た
。
そ
し
て

2
年
目
、
漫
画
を
辞
め
る
決
心
を
し
、

前
向
き
に
仕
事
に
取
り
組
も
う
と
一

念
発
起
。
ど
う
せ
な
ら
親
方
に
負
け

な
い
ぐ
ら
い
徹
底
的
に
技
術
を
高
め

よ
う
と
専
念
し
た
。

一
人
目
の
親
方
は
手
が
早
い
の
が

特
長
で
、
手
を
休
め
る
こ
と
な
く

ず
っ
と
続
け
る
の
で
、
20
坪
く
ら
い

の
家
な
ら
1
週
間
で
完
成
さ
せ
る
ほ

ど
。
ま
た
、
材
木
の
仕
入
量
の
目
算

が
正
確
で
、
家
の
完
成
後
に
端
材
を

ほ
と
ん
ど
残
さ
な
か
っ
た
。

二
人
目
の
親
方
は
、
丁
寧
な
仕
事

を
す
る
の
が
特
長
。
先
の
親
方
と
は

取
り
組
み
方
が
異
な
る
の
で
、
新
た

に
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
自
分
の
技
術

向
上
に
役
立
っ
た
。

Ｑ　

少
林
寺
拳
法
の
道
場
を
開
い
て

指
導
者
と
し
て
も
活
動
中
で
す
が
、

き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　

息
子
の
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
転

ん
で
し
ま
い
、
体
を
鍛
え
る
た
め
何

か
な
い
か
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
た

ま
た
ま
妹
が
習
っ
て
い
た
少
林
寺
拳

法
に
出
会
っ
た
。
少
林
寺
拳
法
が
掲

げ
る
理
念
「
半
ば
は
自
己
の
幸
せ
を
、

半
ば
は
他ひ

と人
の
幸
せ
を
」
に
あ
る
奉

仕
や
感
謝
の
精
神
が
、
幼
少
か
ら
入

団
し
て
い
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
奉

仕
活
動
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
の
魅
力
に
は
ま
り
込
ん
だ
。
鍛
錬

を
続
け
4
段
ま
で
昇
格
し
た
後
、
指

建
築
物（
個
人
宅
含
む
）・工
作
物

の
解
体
工
事
、リ
フ
ォ
ー
ム・修
繕

な
ど
の
改
修
工
事
に
対
す
る

石
綿
の
事
前
調
査
結
果
の

報
告
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

解
体・改
修
工
事
の
受
注
者（
解
体・改
修
工

事
実
施
者
）の
皆
さ
ま
へ

詳しくは、石綿総合情報ポー
タルサイトをご覧ください
https://www.ishiwata.
mhlw.go.jp/
（トップページ＞工事の元請業者
のみなさまへ）

◆
報
告
の
方
法

・�

複
数
の
事
業
者
が
同
一
の
工
事
を
請

け
負
っ
て
い
る
場
合
は
、
元
請
事
業

者
が
請
負
事
業
者
に
関
す
る
内
容
も

含
め
て
報
告
す
る
必
要

・�

平
成
18
年
9
月
１
日
以
降
に
着
工
し

た
工
作
物
に
つ
い
て
、
同
一
の
部
分

を
定
期
的
に
改
修
す
る
場
合
は
、
一

度
報
告
を
行
え
ば
、
同
一
部
分
の
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
報

告
は
不
要

☆
関
連
す
る
規
制

建
築
物
の
事
前
調
査
は
、

①
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者	

又
は

②	

令
和
５
年
９
月
30
日
以
前
に
日

本
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
診
断
協
会

に
登
録
さ
れ
、
事
前
調
査
を
行

う
時
点
に
お
い
て
も
引
き
続
き

同
協
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

の
い
ず
れ
か
が
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す	

（
令
和
5
年
10
月
1
日
施
行
）

	▲2010年竣工
	◀施主の依頼で
手造りした家具
など。建前の翌
日から残業して
仕上げた。

	▲壁に掛かる
少林寺拳法
の理念
	▶数々のトロ
フィーが並ぶ
道場

1985年竣工

2000年竣工
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国
保
組
合
に
対
す
る
国
庫
補
助
の

現
行
水
準
確
保
を
求
め
る
「
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
（
秋
）」
に
つ
い
て
は
、

富
山
県
内
に
発
出
さ
れ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
期
間
（
8
月
20
日
～

9
月
12
日
）
の
解
除
を
確
認
し
て
の

取
組
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
7
，

5
2
4
枚
を
結
集
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請

我
々
の
要
望
を
厚
労
省
と
財
務
省

に
届
け
る
た
め
の
「
手
書
き
ハ
ガ
キ
」

を
、
11
月
26
日
に
投
函
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

富
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
よ
り
当
国
保
組
合
の
宮
本
副
理
事

長
が
、
令
和
3
年
度
国
保
事
業
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
業
の
形
態
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

事
前
に
連
絡
を

法
人
事
業
所
を
設
立
す
る
と
き
、

又
は
、
個
人
事
業
所
で
5
人
以
上

の
従
業
員
を
常
時
雇
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き

健
保
適
用
除
外
申
請
手
続
き
が
必

要
な
た
め
、
設
立
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
国
保
組
合

富
山
県
国
保
団
体 

連
合
会
功
労
者
表
彰

こ
ん
な
時
は
国
保
へ

に
残
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

法
人
事
業
所
で
従
業
員
の
雇
用
や

退
職
が
あ
っ
た
と
き

雇
用
の
場
合
は
、
健
保
適
用
除
外

申
請
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

退
職
の
場
合
は
、
退
職
後
の
加
入

資
格
の
確
認
の
た
め
、
事
前
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

「新型コロナウイルスに係る傷病手当」について
適用期限が、令和4年3月31日までに再度延長となりました。
「新型コロナウイルスに係る傷病手当」の実施要領については、当国保の
ホームページに掲載してありますのでご確認下さい。

令和4年度は、所得調査の年となりますので、令和3年分の確定申告
は必ず行って下さい。

富山地協山田支部
谷川　聡

山
田
支
部
で
青
年
部
長
を
し
て
い

ま
す
谷
川
聡
で
す
。

ど
こ
の
支
部
で
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
若
手
不
足
は
深
刻
で
す
。

と
り
わ
け
山
間
の
小
さ
い
支
部
で
す

の
で
、
若
い
人
が
い
な
い
た
め
最
年

少
の
私
が
出
て
い
ま
す
。

青
年
部
の
年
間
行
事
で
は
、「
大
工

さ
ん
に
出
会
う
日
」
の
富
山
地
域
青

年
部
全
体
の
活
動
に
毎
年
参
加
し
て

県
連
労
務
対
策
委
員
会
は
、
令
和

4
年
１
月
か
ら
の
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
墜

落
制
止
器
具
に
関
す
る
全
面
的
制
度

改
正
を
目
前
と
す
る
11
月
18
日

（
木
）に
今
年
第
2
回
目
の
特
別
教
育

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
定
員
枠
50
名
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
制
度
改
正
が

迫
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
受
講
枠
を

超
え
る
申
込
み
が
あ
り
、
申
込
受
付

を
締
切
る
な
ど
盛
況
な
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
の

構
造
、
安
全
知
識
、
装
着
実
技
な
ど

を
中
心
に
講
義
が
す
す
め
ら
れ
、
受

講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。 資

格
取
得
や
経
験
を
積
む

こ
と
で
現
場
対
応
力
を
ア
ッ
プ

い
ま
す
。
ト
ン
カ
チ
教
室
で
子
供
達

が
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
取
り
組
ん
で

い
る
姿
を
見
る
と
、
将
来
大
工
や
建

築
関
係
の
道
へ
何
人
で
も
い
い
か
ら

す
す
ん
で
ほ
し
い
も
の
だ
と
期
待
し

て
し
ま
い
ま
す
。

さ
て
、
私
ご
と
で
す
が
、
話
し
下

手
に
加
え
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

（
特
に
え
び
、
か
に
）、
ア
ル
コ
ー
ル

も
だ
め
な
の
で
、
飲
み
会
の
席
で
は

何
も
飲
食
で
き
ず
居
る
だ
け
の
「
め

ん
ど
う
く
さ
い
存
在
」
と
な
っ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
ま

な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
私
で
す
が
、

大
工
、
建
築
に
関
す
る
資
格
は
で
き

る
だ
け
取
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
県
連
主
催
の
丸
の
こ
特

別
教
育
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育

を
受
講
し
、
修
了
証
を
取
得
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
多
数
の
資
格
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
建
築
に
あ
っ
て
す
ぐ

役
立
つ
も
の
、
滅
多
に
必
要
と
し
な

い
も
の
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
場
で
は
多

く
の
資
格
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
と

な
っ
て
お
り
、
経
験
の
積
み
重
ね
と

そ
れ
ら
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
現
場

２
０
２
２
年（
令
和
4
年
）1
月
か
ら
の
全
面
的
制
度
改
正
を
ひ
か
え
多
数
の
組
合
員
が
受
講
！

第
2
回
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
墜
落
制
止
器
具

特
別
教
育
講
習
会
を
開
催

●
物
故
会
員
名

（
令
和
３
年
９
月
21
日
～
12
月
10
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

富

山

上
田　

邦
夫

76
歳

入

善

廣
島　

隆
憲

49
歳

氷

見

幸
藤　

正
義

72
歳

新

湊

板
倉　

万
治

93
歳

大
沢
野

牧
野　

久
則

71
歳

高

岡

辻
口　

尚
弘

83
歳

氷

見

角
川　

善
作

74
歳

氷

見

番
匠　

俊
雄

73
歳

以
上
８
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

講
習
会
修
了
に
あ
た
っ
て
高
岡
労

務
対
策
委
員
長
よ
り
、「
若
い
か
ら
、

こ
れ
ま
で
つ
け
て
い
な
か
っ
た
な
ど

か
ら
高
所
で
作
業
安
全
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
家
族
や
同

僚
の
た
め
に
も
高
所
で
の
安
全
確
保

を
十
分
行
い
、
自
ら
の
安
全
は
自
ら

で
守
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
墜
落
制
止
器
具
特

別
教
育
受
講
修
了
証
の
取
得
を
お

急
ぎ
の
方
へ

2
月
18
日（
金
）、
３
月
18
日（
金
）

に
建
災
防
富
山
県
支
部
で
講
習
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
建
災
防
富
山
県
支
部
へ

《令和3年度特定健診　未受診の方へ》
今年度の地域建築組合の集団健診は11月に終了しましたが、当
国保指定の実施機関にてまだ受診できますので、ご自分の健康状態
を知るためにも、ぜひ特定健診を受診しましょう！
当国保の指定実施機関で受けられる場合、下記健診項目（基本項
目、追加項目）の自己負担はありません。（建設国保が全額負担い
たします。）

基本健診項目
（必須）

問診、身体測定、血圧測定、血液検査、診察、
尿検査

追加健診項目
（選択可）

貧血検査、心電図検査、眼底検査、視力検査、
聴力検査、胃がん検査、肺がん検査、大腸が
ん検査、追加血液検査（肝臓、腎臓等検査）

1．�指定実施機関（下記）の中からご都合の良い所へ電話し、期限
内の日時を予約する。　 ※期限：令和4年1月31日 　

2．地域建築組合から『特定健診の受診券』を入手する。
3．�予約日当日、『特定健診の受診券』・健康保険証・問診票を持参
し、受診する。
（予約日の約1週間前までに健診機関から問診票等が届きます。）

北陸予防医学協会�富山 富山市西二俣277-3 076-436-1244
北陸予防医学協会�高岡 高岡市金屋本町1-3 0766-24-3221
北陸予防医学協会
とやま健診プラザ 富山市千代田町2-1 076-471-5789

富山市医師会 富山市経堂4-1-36 076-422-4811
友愛健康医学センター 富山市婦中町中名1554-17 076-466-5544
日本健康倶楽部 富山市二口町4-3-1 076-493-1717
JCHO高岡ふしき病院 高岡市伏木古府元町8-5 0766-44-1250

全部受けても無料!!
（最大19,289円相当）

今回は、当国保の指定健診機関で事前予約を
して受診する方法をご案内します。

各種資格を取られた方はご確認ください

資格取得報奨金の申請を！
県連では、組合員で平成30年度4月以降に資格を取得された方に、
資格区分に応じて報奨金（1万円～3千円）を支給しております。せっ
かくの制度ですのでご活用のほどお願いいたします。
なお、申請有効期間は、資格取得日から3年以内です。
支給対象とする資格は決まっておりますので、県連ホームページで
ご確認願います。
申請方法、申請書式は県連ホームページからダウンロードできます。

目指せ頂点  みがけ技術
令和4年度 全国青年技能競技会出場者募集のご案内

―2022度大会は群馬県で開催予定―
〇県勉強会・予選会
・勉強会　　5月に開催予定
・県予選会　6月に開催予定
県予選会で優秀者を全国大会出場者とします。

〇全国大会
・9月17日（土）～19日（月）
大会会場：群馬県高崎市「Gメッセ群馬」

※	県予選、勉強会等は後日県連ホームページに掲載いた
しますので、そこからダウンロードし県連あて申し込
み願います。

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
６
︱
４
７
８
︱
４
９
０
０

対
応
力
の
向
上
が
不
可
欠
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
の
点
、
今
の
若
い
方
は
、
ス
マ

ホ
な
ど
に
よ
り
資
格
に
関
す
る
情
報

を
素
早
く
得
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

身
近
で
講
習
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
た

り
で
、
資
格
取
得
に
お
い
て
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
る
訳
で
す
か
ら
、
も
っ

と
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
。

	◀
令
和
３
年
の
予
選
会
の
様
子

	▲盛況となった講習会の風景
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●タテのキー
①寒○○○は冬に花開く八重咲きの紅色の花
②マッチの頭のもと
③船の重量を表す単位
④群れで暮らす動物達は、冬は互いの○○○を寄せ合
い暖をとる
⑤アウトの反対
⑥韓国の首都
⑧10～12月に咲く「山茶花」と書くわが国固有の花
⑩改築の見積もりを頼んだらなんと50万円もオーバー！
⑪真っ赤なポインセチアは、今やクリスマスの○○○○とも
いえる植物
⑬動物のテリトリー
⑭1対1の○○○○勝負
⑮Nは北、Eは東、Wは？
⑰冬至の日に風呂に浮かべる香りのよい黄色い果実
⑲周遊旅行や団体旅行
㉑「おめでとう」と贈る金品
㉓白鳥は越冬のためシベリアなどの繁殖地から渡って来
る○○○の代表的な冬鳥
㉔ポタリポタリ…
㉕雪と氷に覆われた北極に住む真っ白なシロ○○
㉗染めた色がまだらの状態
㉙○○喜び。○○に釘
●ヨコのキー
①ワカザギを目当てに、凍った湖面に穴を開けてこれを楽
しむ人も
③12月24日にサンタさんのそりをひいて大活躍！
⑦貴族の豪華な夕食
⑨みだりに使うこと
⑪正月飾りに使うウラジロをはこの植物の仲間
⑫冬、温泉で温まるほほえましい姿がTVなどでも紹介さ
れるお山の動物
⑬葉は赤飯にのせ、冬には赤い実がなる木
⑭あったか～い鍋に欠かせない白菜の固い部分
⑮突然の○○○雨
⑯指で押すスイッチの凸
⑱おじいさんが山で刈る
⑲北海道で繁殖しているタンチョウなどの総称
⑳先祖代々の流れを表した図
㉒○○○モーターカー
㉔水仙はギリシャ○○○でナルシスの化身とされる花

冬に元気な生き物は？
解答欄 A B C D E F G H

㉖パイプがトレードマークのイギリスの名探偵
㉘雪が降ると喜んで庭をかけまわると唄われている動物
㉚タイム○○○で過去へ
㉛え～、お笑いを一席
●先回の解答　オミナエシ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。	
〈当選者名〉（敬称略）	
安達　晴棟（朝　日）　　荒屋　貞博（山　田）
茂住　貞治（八　尾）　　朽木　俊彦（新　湊）
高田　政治（小矢部）

●応募方法　Ａ～Eの文字を順番に並べてできた言葉（解答）
と住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記まで
お送りください。FAXでも受け付けます。５名様（正解者多数
の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。解答と
当選者は匠210号で発表します。

●応募締切日　令和4年2月25日（金）当日消印有効
●送付先
〒939-8251　富山市西荒屋25-4	
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係
FAX：076-428-8277

富
山
市
立
岩
瀬
小
学
校
4
年

竹た
け

澤ざ
わ

達た
つ

也や

さ
ん

●今回のお父さん

富山地協	四方支部　竹澤　靖さん

　
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
い
つ
も
夏
休

み
の
宿
題
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
は
、
ス
マ
ー
ト

ボ
ー
ル
台
を
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
父
さ
ん
は
た
く
さ
ん
道
具
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
穴
を
あ
け
た
り
、

木
を
切
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
す
ご

く
早
く
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

ぼ
く
は
夏
休
み
が
い
つ
も
楽
し
み

で
、
宿
題
を
す
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

う
ち
に
は
お
父
さ
ん
と
作
っ
た
お

も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
積

み
木
も
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
し
た
。

来
年
も
、
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
び
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
く
も
お
父
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
お
も
ち
ゃ
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　

私
が
住
ん
で
い
る
上
市
町
黒
川

の
部
落
に
穴あ

な

の
谷た

ん

霊
場
が
あ
り
ま

す
。
穴
ん
谷
は
、
上
市
川
支
流
の

郷
川
の
右
岸
、
黒
川
集
落
の
東
北

方
向
約
1
・
5
㎞
の
山
林
地
帯
に

あ
り
、
山
麓
の
谷
合
い
に
古
く
か

ら
行
者
穴
と
い
わ
れ
る
洞
窟
と
、

そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
霊
水
と
し
て

名
高
い
湧
水
が
あ
り
ま
す
。

一
帯
の
地
層
は
砂
岩
と
粘
土
岩

か
ら
な
り
、
洞
窟
は
地
下
水
の
浸

食
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の

形
を
例
え
る
と
、
ひ
ょ
う
た
ん
を

横
た
え
た
よ
う
な
広
狭
の
穴
が
3

箇
所
続
い
て
い
ま
す
。
洞
窟
の
入

口
か
ら
約
１
0
0
m
位
ま
で
は
人

が
入
れ
ま
す
が
、
そ
の
奥
は
ど
こ

ま
で
続
い
て
い
る
の
か
確
か
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

入
口
よ
り
第
一
の
穴
は
、
元
は

6
畳
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
、
正
面

に
延
命
地
蔵
尊
（
本
尊
）
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
穴
の
上
部
の
全
面
が
崩
れ
落

ち
た
た
め
、
鉄
骨
で
穴
の
状
態

に
囲
ん
で
屋
根
を
作
り
、
正
面

に
薬
師
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

続
く
第
二
の
穴
を
腹
這
い
に

な
っ
て
潜
り
抜
け
る
と
、
4
畳

ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
、
左
手
に

一
段
高
く
半
畳
位
の
平
場
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
灯
芯
を
燃
や

し
て
明
か
り
を
採
っ
た
「
か
わ

ら
け
」
が
残
っ
て
お
り
、
行
者

の
修
行
の
座
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
先
の
第
三
の
穴
は
潜
っ

て
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
先
に
は
入
れ
ず
、
た
だ
水

音
が
聞
こ
え
る
だ
け
で
す
。
伝

説
に
よ
る
と
、
長
野
の
善
光
寺

ま
で
穴
が
続
い
て
い
る
と
伝
え

ら
れ
、
神
秘
的
な
洞
窟
で
す
。

洞
窟
か
ら
流
出
す
る
湧
水
は
、

年
中
一
定
量
で
枯
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
こ
の
穴

で
修
行
し
た
行
者
達
は
、
こ
の

水
で
そ
ば
粉
や
麦
粉
を
溶
か
し

て
主
食
と
し
、
ま
た
、
後
年
の

行
者
は
沸
か
し
て
風
呂
に
し
、

体
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。
一
方

黒
川
の
村
人
達
は
、
こ
の
水
を

美
味
し
い
水
、
薬
効
の
あ
る
水

と
し
て
、
農
作
業
や
山
仕
事
の

合
間
に
飲
ん
だ
り
、
怪
我
を
し

た
り
傷
を
負
っ
た
と
き
は
、
傷

口
を
洗
っ
た
り
冷
や
し
た
り
し

て
古
く
か
ら
利
用
し
て
い
ま
し

た
。名

水
の
水
質
に
つ
い
て
は
、

平
成
元
年
に
富
山
県
衛
生
研
究

所
が
実
施
し
た
「
と
や
ま
の
名

水
」
試
験
結
果
に
よ
る
と
、
県

内
17
箇
所
の
名
水
の
中
で
も
最

も
柔
ら
か
い
水
、
最
も
き
れ
い

な
水
、
よ
り
蒸
留
水
に
近
い
水

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
55
～
57
年
頃
、
ゲ
ル
マ

医
研
の
浜
田
亨
博
士
と
ゲ
ル
マ

ニ
ウ
ム
研
究
所
の
浅
井
一
彦
博

士
が
、
穴
ん
谷
の
湧
水
に
ゲ
ル

マ
ニ
ウ
ム
が
0
・
0
0
5
Ｐ
Ｐ

Ｍ
含
有
さ
れ
て
い
る
と
学
術
部

会
に
報
告
し
、
青
森
県
東
津
軽

郡
平
内
町
外
童
子
山
の
天
然
水

「
山
吹
の
神
水
」
と
フ
ラ
ン
ス

の
「
ル
ル
ド
の
水
」
と
と
も
に

世
界
3
箇
所
に
し
か
な
い
水
で

あ
る
と
学
会
報
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
30
～
40
年
頃
か
ら

の
自
然
食
品
や
天
然
水
ブ
ー
ム

と
、
昭
和
60
年
に
環
境
省
の

「
全
国
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ

た
こ
と
な
ど
と
重
な
り
、
穴
ん

谷
の
名
水
は
不
思
議
な
水
、
万

病
に
効
く
水
と
し
て
広
く
県
内

外
に
宣
伝
さ
れ
、
多
く
の
来
訪

者
が
訪
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現

在
も
続
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
世
の
中

で
す
が
、
感
染
症
が
一
日
も
早

く
終
息
し
、
霊
水
効
果
で
健
康

シニアの会 第35回パークゴルフ大会

悪天候の中にもかかわらず、熱いプレーを展開！
畠山光夫さん（西高岡）が春の大会に続き優勝

開催日　令和3年10月13日（水）
　　　　9時より
場　所　射水市下村パークゴルフ場
天　候　雨のち曇
参加者　24名

優勝　畠山 光夫（西高岡）　86
２位　小松 　昇（射　水）　89
３位　高木 嘉則（西高岡）　90

スコア

的
な
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※
地
名
は
安
永
年
間
の
山
組
覚
え
帳
に
「
穴
ん

谷
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
穴
の
谷
」
と
書
く
の

は
間
違
い
で
あ
る
。

（
寄
稿
者
／
上
市
支
部　

笹
野
辰
雄
）

県連事務局から�お知らせ
嘱託職員　小林みゆきは、11月４日付けで退職いたしました。
補充として、パート職員として　佐渡聖湖を11月15日付けで採用いたしました。

わが町、在所の
ふるさと自慢ふるさと自慢

穴穴
あなあな

んん谷谷
たんたん

の由来の由来（中新川郡上市町黒川）（中新川郡上市町黒川）

	▲優勝した畠山さん（中央）。左は2位の	
小松さん、右は3位の高木さん
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